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夏
が
来
た
っ
！



　

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
1

年
間
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
方
法

に
応
じ
た
納
期
回
数
で
除
し
た
金

額
で
各
期
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
特
別
徴
収（
年
金
天
引
）

　

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎
普
通
徴
収（
納
付
書
納
付
・
口
座
振
替
）

　

普
通
徴
収
の
方
は
、１
年
間
の

保
険
料
を
７
月
～
翌
年
２
月
の

８
回
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
へ
は
、７
月
の

中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。納
付
書
納
付
の
方

へ
は
、保
険
料
決
定
通
知
書
と
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、期
限

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

7
月
に
今
年
度
の
保
険
料
が
決

定
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、前
年
の
年
金
や
給

与
・
農
業
・
不
動
産
と
い
っ
た
収

入
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。次
の

図
の
計
算
式
で
保
険
料
を
算
出
で

き
る
の
で
、ご
参
考
く
だ
さ
い
。

　

７
月
は
保
険
証
の
更
新
の
月
で
す
。有
効
期
限
が
平
成
30
年
7
月
31
日
ま
で
の
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証（
保
険
証
）を
交
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、「
薄
紫
色
」で
す
。被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は
、7
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
発
送

さ
れ
、お
手
元
に
届
い
た
日
か
ら
使
え
ま
す
。現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
、8
月
以
降
は
使
え
ま
せ
ん
。古
い
保
険

証
は
、個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、裁
断
す
る
な
ど
し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

保険料の算定方法
均等割額 40,490 円

所得割額
（所得ー 33万）×7.86%

年間の保険料
（限度額57万）

+
=

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

　平成29年度から、均等割５割軽減と２割軽減の対象が拡大されました。
　保険料の「均等割額」は一人一人に一律に賦課されますが、特に所得の低い世帯の方には次の軽減措置があります。

軽減割合 同一世帯の被保険者および世帯主の総所得金額 軽減後の均等割額

9割軽減 「33万円（基礎控除額）を超えない世帯で被保険者全員が年
金収入80万円以下（その他各種所得がない場合）」の世帯 4,049円　

8.5割軽減 「33万円（基礎控除額）」を超えない世帯 6,074円　

5割軽減 「33万円（基礎控除額）+27万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯 20,245円　

2割軽減 「33万円（基礎控除額）+49万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯 32,392円　

　※公的年金を受給している65歳以上の方は判定時に15万円が控除されます
　※基礎控除額などは、税制改正等で変更になる場合があります

その他の
軽減措置

保険料の軽減措置があります

 ● 「所得割額」を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の方は、所得割額
が一律２割軽減されます。

　※平成28年度まで特例的に５割軽減されていましたが、平成29年度は２割軽減となります
 ● 後期高齢者医療保険に加入される前日に社会保険の被扶養者であった方は、均等割額が７割

軽減され、所得割額が課せられません。（国民健康保険は対象外）
　※平成28年度まで特例的に９割軽減されていましたが、平成29年度は７割軽減となります

薄紫色の部分を	ゆっくり
剥
は
がしてご利用ください

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

新
保
険
料
率
に
つ
い
て

納
付
方
法
の
種
類
に
つ
い
て

国民健康保険
加入世帯 2,506世帯
被保険者 4,212人

平成29年5月末現在

No.89

　

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）

は
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
平

成
28
年
中
の
所
得
が
確
定
す
る
7

月
に
、今
年
度
の
国
保
税
額
を
計

算
し
ま
す（
本
算
定
）。

　

各
世
帯
の
国
保
税
額
を
決
定

し
、7
月
中
に
納
税
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
国
保
税
は
、国
か
ら

の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
国
民
健
康

保
険
の
医
療
費
や
後
期
高
齢
者
支

援
金
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。国
保

税
は
、国
民
健
康
保
険
制
度
を
運

営
し
て
い
く
う
え
で
、と
て
も
大

切
な
財
源
で
す
の
で
、必
ず
期
限

内
に
納
入
し
て
、納
め
忘
れ
な
ど

が
無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」が
平
成
２７
年
５
月
２７

日
に
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、「
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
く
措
置
と
し

て
、将
来
に
わ
た
り
国
民
皆
保
険
が
存
続

で
き
る
よ
う
、国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
保
険
制
度
の
財
政
基
盤
の
安

定
化
、負
担
の
公
平
化
、医
療
費
適
正
化
の

推
進
、患
者
申
出
療
養
な
ど
の
創
設
等
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
法
律
の
成
立
に
よ
り
、国
民
健
康

保
険
に
お
い
て
は
、平
成
３０
年
度
か
ら
都

道
府
県
が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
り
、安

定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
の
確

保
等
の
国
保
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を
担

う
こ
と
で
、制

度
の
安
定
化
を

め
ざ
し
ま
す
。

☆
財
政
運
営
の
仕
組
み
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
、

医
療
の
受
け
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
各
種
申
請
や

届
け
出
等
も
こ
れ
ま
で
通
り
市
町
村
の
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

　
①

医療保険分
②

後期高齢者
支援金分

③
介護保険分

所 得 割 額  6.5% 1.7% 1.6%

資 産 割 額 23.0% 9.0% 5.7%

被 保 険 者
均 等 割 額 28,000円 9,700円 9,500円

世 帯 別
平 等 割 額 27,500円 8,500円 7,000円

◎
保
険
証
の
名
称
が「
山
梨
県
国
民
健
康
被
保

険
者
証
」に
変
わ
り
ま
す
。（
平
成
３０
年
度
の
年

度
更
新
時
か
ら
変
更
と
な
る
予
定
で
す
。）同
一

都
道
府
県
内
で
他
市
町
村
へ
の
転
居
で
あ
れ
ば

資
格
は
継
続
し
ま
す
。た
だ
し
保
険
証
の
発
行

は
転
居
後
の
市
町
村
で
行
い
ま
す
。

◎
都
道
府
県
は
、必
要
と
な
る
医
療
費
を
推
計

し
、そ
の
医
療
費
を
賄
う
た
め
の
金
額
を
市
町

村
ご
と
に
算
出
し
ま
す
。市
町
村
は
算
出
さ
れ

た
金
額
を
保
険
税
と
し
て
集
め
、都
道
府
県
へ

納
付
し
ま
す
。

◎
市
町
村
は
、よ
り
積
極
的
に
被
保
険
者
の
予

防
・
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
様
々
な
働

き
か
け
を
行
い
、“
地
域
づ
く
り
”や“
ま
ち
づ

く
り
”の
担
い
手
と
し
て
関
係
者
と
連
携
・
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
が

決
定

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す

簡
易
書
留

４０９－３８６４
山梨県中巨摩郡昭和町
押越５４２番地２

昭和町役場
山梨県中巨摩郡昭和町押越５４２－２
〒４０９－３８８０
TEL055-275-8264

昭和　太郎　様

（差出元及び返還先）

↓　ここを折ってゆっくりとはがしてください

被 保 険 者 名

被保険者番号

負 担 割 合

有 効 期 限

昭和　太郎

３割

０１２３４５６７

平成３０年　７月３１日

後期高齢者医療被保険者証
被 保 険 者 番 号　０１２３４５６７
住 　 　 　 　 所   中巨摩郡昭和町押越５４２番地２

氏 　 　 　 　 名   昭和　太郎
生　年　月　日
資格取得年月日
発　行　期　日
交 付 年 月 日
一部負担金の割合　　　　　　　　　3割

保 険 者 番 号　3 9 1 9 3 8 4 2
保　険　者　名　山梨県後期高齢者医療広域連合

　　　　　　性　別　男
昭和１１年　１月　１日
平成２３年　１月　１日
平成２３年　１月　１日
平成２９年　８月　１日

有効期限 平成３０年７月３１日
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小
学
生
の
み
ん
な
、
身
近
に
あ
る
も
の
を
利
用
し
た
簡

単
な
遊
び
に
、
記
録
で
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時	

	

７
月
28
日
（
金
）

	
	

午
後
1
時
～
3
時

場
所 

 

総
合
会
館
２
階
軽
運
動
室

対
象 

 

昭
和
町
内
の
小
学
生

内
容 

ビ
ー
玉
う
つ
し
・
ピ
ッ
チ
ン

グ
・
じ
ゃ
ん
け
ん
大
魔
王
・

な
ど

　
　
「
チ
ャ
レ
ラ
ン
大
会
」
を
お
手

伝
い
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
小
学
生
４・５・
６
年
生

～
18
歳
未
満
で
、
当
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
ま
で
、
お
手
伝
い
で

き
る
方
は
、
７
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

　
問
い
合
わ
せ	

押	

原	

児	

童	

館	（
☎
２
７
５
‐
６
４
６
２
）

	

西	

条	

児	

童	

館	（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
）

	

常	

永	

児	

童	

館	（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

	

児
童
セ
ン
タ
ー	（
☎
２
３
３
‐
１
１
５
２
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　
　
改
修
を
し
ま
せ
ん
か
！

　

近
年
、
国
内
で
も
大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
熊
本
地
震
が
発
生
し
、

建
築
物
の
倒
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、“
災
害
に
つ
よ
い
ま
ち
づ
く
り
”
を
目
指
し
、
大
地
震
の
際
に
倒
壊
の
危
険

性
が
高
い
新
耐
震
基
準
以
前
（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
）
に
建
築
さ
れ
た
木
造
個
人

住
宅
に
つ
い
て
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
…
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
地
震
に
対
す
る
備
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※ 1  

65
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
又
は
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
（
肢
体
に
限
る
）、

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

が
同
居
す
る
世
帯

※ 2  

未
就
学
児
が
同
居
す
る
世
帯

家
族
や
財
産
を
守
る
た
め

　

７
月
３
日（
月
）か
ら

７
日（
金
）ま
で
の
一
週

間
、町
内
の
小
中
高
校

で
は
、「
あ
い
さ
つ
運

動
」に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

も
、子
供
た
ち
へ
ぜ
ひ

声
を
掛
け
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。子
供
た
ち
と

の
元
気
な
あ
い
さ
つ

で
、気
持
ち
の
よ
い
一

日
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

期
間　
７
月
３
日（
月
）
～
７
日（
金
）

内
容　
○
各
校
正
門
で
の
呼
び
か
け
運
動

　
　
　
（
午
前
７
時
50
分
～
８
時
15
分
）

　
　
　
○
登
校
中
の
あ
い
さ
つ
の
実
践

実
施
校　
町
内
全
て
の
小
・
中
・
高
校

問
い
合
わ
せ

　
押
原
小
学
校　
（
☎
２
７
５
‐
２
０
５
３
）

　
西
条
小
学
校　
（
☎
２
７
５
‐
６
１
０
０
）

　
常
永
小
学
校　
（
☎
２
６
８
‐
１
１
１
１
）

　
押
原
中
学
校　
（
☎
２
７
５
‐
２
０
４
０
）

　
甲
府
昭
和
高
校（
☎
２
７
５
‐
６
１
７
７
）

　

押
原
中
学
校
生
徒
会
及
び
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

は
、恒
例
の「
有
価
物
回
収
」を
実
施
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
日
　
７
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

※
小
雨
決
行
、中
止
の
場
合
は
午
前
７
時
に
地
区
放
送

出
し
方　
朝
８
時
ま
で
に
自
宅
近
く
の
道
路
脇
に
置
い
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
※
ア
パ
ー
ト
等
で
は
、駐
車
場
入
り
口
な
ど
、道
路
か
ら
見

え
る
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

回
収
品　
種
類
ご
と
に
ま
と
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い

	

①	

瓶
類
…
ビ
ー
ル
瓶（
大
）、一
升
瓶（
青
・
茶
色
の
み
）

　

	

②	

缶
類
…
ア
ル
ミ
缶
、ス
チ
ー
ル
缶

　

	

③	

新
聞
…
新
聞
紙
、新
聞
折
り
込
み
広
告

　

	

④	

雑
誌
…
本
、雑
誌

　

	

⑤	

段
ボ
ー
ル

　

	

⑥	

牛
乳
パ
ッ
ク

　

	

⑦	

古
着
…
衣
類
、タ
オ
ル
、ハ
ン
カ
チ
、シ
ー
ツ
等

お
願
い	

 

●	

瓶
・
缶
は
、中
身
を
洗
っ
て
く
だ
さ
い

	
 

●	

缶
は
、つ
ぶ
さ
ず
種
類
別
に
出
し
て
く
だ
さ
い

	
 

●	

段
ボ
ー
ル
は
、紙
ひ
も
か
紙
ガ
ム
テ
ー
プ
で
束
ね
て
く

だ
さ
い（
再
利
用
で
き
な
い
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
は
不
可
）

	
 

●	

牛
乳
パ
ッ
ク
は
、洗
っ
て
開
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い

	
 

●	

詳
細
は
、組
回
覧
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
押
原
中
学
校（
☎
2
7
5
‐
2
0
4
0
）

じ
ど
う
か
ん
チ
ャ
レ
ラ
ン
大
会

小
中
高
連
携
あ
い
さ
つ
運
動

中
学
校 

有
価
物
回
収

ス
タ
ッ
フ
募
集

		

木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

　

耐
震
診
断
は
、
安
心
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
町
が
委

託
し
た
建
築
士
が
調
査
を
行
い
、
地
震
に
対
す
る
強
度
を

診
断
し
ま
す
。
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
住
宅　

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木
造
住
宅

　

 

● 

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
、
木
造
在
来
軸
組

工
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の

　

 

● 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
所
有
及
び
居
住
し
て
い
る

も
の

　

 

● 

２
階
建
て
以
下
の
も
の

　
申
込
み
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
都
市
整
備
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　
実
施
期
間

　
平
成
31
年
度
ま
で

		

木
造
住
宅
耐
震
化
推
進
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ

た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
化
の
た
め
の
補
助
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
名
（
実
施
期
間
）・
補
助
金
額

　

○
耐
震
改
修
設
計
補
助
事
業
（
平
成
31
年
度
ま
で
）

　
　
設
計
費
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度
額
20
万
円
）

　
　
○
耐
震
改
修
事
業
費
補
助
事
業
（
平
成
32
年
度
ま
で
）

　
　
［
一
般
世
帯
］
工
事
費
の
２
分
の
１
以
内

 

（
限
度
額
１
０
０
万
円
、
平
成
31
・
32
年
度
は
85
万
円
）

　
　
［
高
齢
者
世
帯

（※ 1）
、
未
就
学
児
子
育
て
世
帯

（※ 2）
］

 

工
事
費
の
３
分
の
２
以
内

 
(

限
度
額
１
６
０
万
円
、
平
成
31
・
32
年
度
は
１
２
０
万
円)

　
○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
事
業
費
補
助
事
業

　
（
平
成
32
年
度
ま
で
）

　
　
［
一
般
世
帯
］工
事
費
の
２
分
の
１
以
内（
限
度
額
18
万
円
）

　
　
［
高
齢
者
世
帯

（※ 1）
、
未
就
学
児
子
育
て
世
帯

（※ 2）
］

　
　
　
　
　
　
　
工
事
費
の
３
分
の
２
以
内（
限
度
額
24
万
円
）

　

申
込
み
方
法
は
、都
市
整
備
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
整
備
課
（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
３
）
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募	集	種	目 募集人員 資　　格 受付期間

航空学生
参考（28 年度）
海　　　約７０名（うち女子若干名）
空　　　約７０名（男女の区分なし）　　※１

海：18歳以上23歳未満
（高卒（見込含）又は高専3年次修
了者（見込含））
空：18歳以上21歳未満

（高卒（見込含）又は高専3年次修
了者（見込含）） 7月１日～

９月８日

一般曹候補生
参考（28 年度）
陸　約２,６７０名（うち女子約 200 名）
海　約１,3００名（うち女子約 40 名）
空　　 約７５０名（男女の区分なし）　  ※１

18歳以上
27歳未満の者

自衛官
候補生

男子
参考（28 年度）
陸　約 6,050 名
海　約 1,10０名
空　約 1,450 名　　　　　　　　　  ※１ 年間を通じて

　　　受付

女子
参考（28 年度）
陸　　約570名
海　　約120名
空　     約80名　　　　　　　　　　※１

防衛大学校
学生

推薦
参考（28 年度）
人文・社会科学専攻　約20名

（うち女子約5名）
理工学専攻　約80名（うち女子約10名）  ※１

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含）で成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる者

９月５日～
９月7日

総合
選抜

参考（28 年度）
人文・社会科学専攻及び理工学専攻
合わせて約40名（うち女子約5名）　　※１

18歳以上21歳未満の者
　（自衛官は２３歳未満）
高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含）

一般
（前期）

参考（28 年度）
人文・社会科学専攻　約65名

（うち女子約15名）
理工学専攻　約235名（うち女子約20名）※１

９月５日～
９月29日

一般
（後期）

参考（28 年度）
人文・社会科学専攻　約10名
理工学専攻　約30名　合計約40名

（うち女子約5名）　　　　　　　　　 ※１

30年1月20
日～

1月26日

防衛医科
大学校医学科学生

参考（28 年度）
約85名　　　　　　　　　　　　　  ※１ 18歳以上21歳未満の者

高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含）

９月５日～
９月29日防衛医科

大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

参考（28 年度）
約75名　　　　　　　　　　　　　  ※１

（注）　1.　※1：平成29年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。
２.　資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
３.　応募資格年齢の起算日は、募集種目ごとに異なっていますので、それぞれの募集要項で確認してください。
４.　その他、詳細については、それぞれの募集要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。
５.　記載内容については変更される場合があります。

自
衛
官
等
募
集

問い合わせ　自衛隊山梨地方協力本部　募集課	（☎253-1591）
　　　　　　自衛隊山梨ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

スマートフォン モバイル

国
防
や
災
害
支
援
で
活
躍
す
る
自
衛
官
や

自
衛
官
候
補
生
等
を
募
集
し
ま
す
。

　

５
月
１８
日
、昭
和
町
と
山
梨
県
行
政

書
士
会
と
で「
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
被
災
者
支
援
に
関
す
る
協
定
書
」の

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、災
害
時
に
町
が
指

定
す
る
場
所
に
山
梨
県
行
政
書
士
会
の

会
員
が
派
遣
さ
れ
、被
災
者
等
に
対
し

罹
災
証
明
書
申
請
手
続
等
の
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
町
民
相
談
体
制
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、被
災
町
民
の
負
担
を

軽
減
し
、よ
り
迅
速
な
生
活
再
建
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

防
災
協
定
を締結

職
種
・
採
用
予
定
数
　　
消
防
吏
員（
消
防
士
）・
14
名
程
度

試
験
区
分

　
［
高
等
学
校
］　
　
　
　
　
平
成
8
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
［
短
期
大
学
・
専
修
学
校
］平
成
6
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
［
大
　
　
学
］　
　
　
　
　
平
成
4
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

受
験
資
格
　
今
回
の
採
用
試
験
申
込
日
以
前
か
ら
甲
府
市
、甲
斐
市（
旧
竜
王

町
・
旧
敷
島
町
に
限
る
）、中
央
市
・
昭
和
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
の
ほ

か
種
々
の
要
件
を
満
た
す
方（
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
）

受
付
期
限　
７
月
14
日（
金
）

受
付
場
所　
甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課（
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
番
23
号
）

 

※
土
日
を
除
く
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

書
類
配
布
　
甲
府
地
区
消
防
本
部
及
び
管
轄
の
各
消
防
署
、

 

甲
府
市
役
所
、甲
斐
市
役
所
、中
央
市
役
所
、昭
和
町
役
場

郵
送
請
求　
甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課
あ
て
に
、郵
送
を
希
望
す
る
旨
を
明

記
し
た
封
筒
に
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
用
・
送
付
先
記
入
・
１
２
０

円
切
手
貼
付
）を
同
封
し
て
郵
送

第
一
次
試
験 

８
月
6
日（
日
）

試
験
会
場 

山
梨
大
学
甲
府
キ
ャ
ン
パ
ス（
工
学
部
）Ａ-

2
号
館

平
成
30
年
４
月
か
ら
勤
務
い
た
だ
く
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

消
防
職
員
採
用
試
験

問
い
合
わ
せ　
甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課（
☎
２
２
２
‐
１
２
４
９
）

募
集
職
種
及
び
人
員

申
し
込
み

試
験
日
程

受
付
期
間　
７
月
18
日（
火
）
～
８
月
10
日（
木
）（
土
日
・
祝
日
は

除
く
）

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
７
月
18
日（
火
）か
ら
８
月
3
日（
木
）

ま
で
24
時
間
受
付
。た
だ
し
、最
終
日
は
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

提
出
方
法　
次
の
い
ず
れ
か

　
①
総
務
課
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

 

（
持
参
の
受
付
は
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
の
み
）

　
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト「
や
ま
な
し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
）」か
ら
申
し
込
み

試
験
案
内
配
布
　
７
月
3
日（
月
）か
ら
総
務
課
窓
口
に
て

【
第
一
次
試
験
】

　
日
時　
　
　
９
月
17
日（
日
）午
前
９
時
～　

　
場
所
　
　
　
山
梨
大
学
甲
府
西
キ
ャ
ン
パ
ス

　
試
験
内
容　
教
養
試
験（
択
一
式
）、事
務
適
性
検
査
、一
般
性
格
診

　
　
　
　
　
断
検
査

【
第
二
次
試
験
】

　

日
時　
　
　
10
月
23
日（
月
）

　
場
所
　
　
　
昭
和
町
役
場

　
試
験
内
容　
論
述
試
験（
記
述
式
）、口
述
試
験（
面
接
）

平
成
30
年
４
月
採
用
の
昭
和
町
職
員（
一
般
行
政
職
）採
用
に
あ
た
り
、

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

職
種
区
分 受験資格 住所要件 採用

予定数

事
務
職

Ⅰ
平成元年4月2日から平成8年4月1日の生まれ
で、学校教育法による大学（短期大学を除く）を
卒業及び平成30年3月までに卒業見込みの方 昭和町在住ま

たは採用後昭
和町に在住で
きること

若干名

Ⅱ

平成4年4月2日から平成12年4月1日の生まれ
で、事務職Ⅰの条件に該当しない方（短期大学、
高校等を卒業及び平成30年3月までに卒業見
込の方）

昭
和
町
職
員
採
用
試
験

募
集
職
種
及
び
人
員

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
総
務
係
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

申
し
込
み

試
験
内
容
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「
人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ（
杉
浦
彊
会
長
）」は
、平
成
17
年
2
月
、町
が
町
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
委
嘱
し
た『
昭
和
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
』が
、2
年
間
の
任
期
を

終
え
た
あ
と
も
、ま
ち
づ
く
り
活
動
を
続
け
た
い
有
志
が
集
ま
り
、平
成
19
年
8
月
に
設
立
し
た
グ

ル
ー
プ
で
、今
年
で
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

人
と
環
境

　
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
の
活
動

で
き
る
ひ
と
が	

で
き
る
と
き
に

で
き
る
こ
と
を

　

メ
ン
バ
ー
は
20
人
。昭
和
町
を
愛
し
、会
の

名
の
と
お
り
、何
事
も
す
っ
き
り
と
美
し
く
し

た
い
仲
間
が
集
ま
り
、「
助
け
合
い
の
精
神
が

人
を
幸
せ
に
す
る
」と
い
う
考
え
の
も
と
、農

業
振
興
、ひ
と
づ
く
り
、環
境
美
化
、地
球
温
暖

化
防
止
活
動
、緑
化
推
進
な
ど
の
活
動
を
進
め

な
が
ら
、人
と
人
、人
と“
自
然
に
在
る
も
の
”

の
助
け
合
い
を
促
進
し
、誰
も
が
住
み
続
け
た

く
な
る
夢
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
気
張
ら
ず
に「
で
き
る
ひ
と
が
、で

き
る
と
き
に
、で
き
る
こ
と
を
」実
践
し
て
い

ま
す
。主
な
活
動
は
、①
荒
廃
農
地
を
守
る
活

動
、②
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
、③
バ
イ
オ

　

７
月
22
日（
土
）は
、バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
梨
主
催
の
廃
食
油
回
収
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
町
と
共
に
応
援
し
、昭
和
町
役
場
前

で
回
収
作
業
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
、使
わ
な

く
な
っ
た
廃
油
は
、流
し
台
に
捨
て
ず
に
、当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
関
連
記
事
８
頁
）

　

町
で
は
、行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、地

域
力
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
す
っ
き
り
し
ょ
う

わ
」の
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
で
き
る
ひ
と
が
、で
き
る
と
き
に
、で
き
る

こ
と
を
」実
践
し
、み
ん
な
で
住
み
よ
い
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

町
民
と
行
政
の

　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

会
で
は
、昭
和
町
の
農
業
振
興
や
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
施
策
に
協
力
し
、町
や
町
議
会
、

区
長
会
の
後
援
に
よ
る
環
境
講
演
会
や
緑
の

カ
ー
テ
ン
を
普
及
さ
せ
る
活
動
も
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。昨
年
は
、環
境
を
考
え
る
音
楽

会
を
開
催
し
、押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
も
出

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
他
、昭
和
町
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
参
加
し
、環
境
美
化
、

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
手

作
り
マ
イ
バ
ッ
グ
」コ
ー
ナ
ー
や
、地
球
温
暖
化

ク
イ
ズ
な
ど
の
、啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

町
主
催
の
エ
コ
し
ょ
う
わ
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
、町
民
と
行
政
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

を
普
及
す
る
活
動
、

④
河
川
等
の
環
境

美
化
活
動
で
す
。

　

毎
年
、第
二
上
河

東
保
育
園
の
子
供

た
ち
と
一
緒
に
さ

つ
ま
い
も
を
植
え
、

焼
き
芋
大
会
を
開

い
た
り
、常
永
小
・
西
条
小
学
校
児
童
、第
二

上
河
東
保
育
園
児
、押
原
こ
ど
も
園
児
と
一
緒

に
、酒
米「
山
田
錦
」を
育
て
た
り
、農
業
体
験

学
習
を
通
じ
て
、子
供
た
ち
の
健
全
育
成
や
昭

和
町
ブ
ラ
ン
ド
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、押
原
小
児
童
と
一
緒
に「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ

▶町長と語らいのとき
　日時：7月5日（水） 

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：7月14日（金） 

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶行政相談（※）
　日時：7月19日（水） 

午後1時～3時
　場所：中央公民館2階 会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木・金

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：7月12日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　日時：7月８日（土）・22日（土） 

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階 相談所
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談員出張相談（※）
　日時：7月14日（金）・28日（金） 

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　 （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：7月20日（木）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　

廃
食
油
回
収
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
油
を
再
使
用
し

て
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
輌
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み
で

す
。

　

今
年
も
、「
廃
食
油
」や「
賞
味
期
限
切
れ
天
ぷ
ら
油
」

を
回
収
し
ま
す
。ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

廃
食
油
回
収
日
程	

７
月
22
日
（
土
） 

午
前
11
時
～
正
午  

場
所　
役
場
正
面
玄
関
前

回
収
で
き
る
油

    

●	

使
用
済
み
に
な
っ
た
天
ぷ
ら
油（
廃
食
油
）

●	

賞
味
期
限
切
れ
の
天
ぷ
ら
油

  

※
業
務
用
の
油
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

お
願
い

    

●		

賞
味
期
限
切
れ
の
食
用
油
は
、そ
の
ま
ま
の
容
器
で
お
持
ち
く
だ
さ
い

    

●		

ラ
ー
ド
や
天
カ
ス
は
取
り
除
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い

    

●		

空
容
器
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　
主
催
：	

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
な
し

	

　
　
　
（
☎
２
４
３
‐
６
３
２
８
、コ
ー
プ
や
ま
な
し
内
）

　
後
援
：	

人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
・
昭
和
町

廃
食
油
回
収
キ
ャ
ラ
バ
ン

廃
食
油
の
再
利
用
を
進
め
よ
う
！

　

中
央
市
・
昭
和
町
内
に
あ
る
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

見
学
を
通
じ
て
実
際
の
活
動
内
容
や
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、各
事
業
所
の
取
り
組

み
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

	

７
月
24
日　
午
前
の
部
・
午
後
の
部　

　
　
　

	

７
月
26
日　
午
前
の
部

　
　
　

 

※	

24
日
午
後
の
部
は
、児
童
を
対
象
と
し
た

事
業
所
の
み
の
見
学
と
な
り
ま
す
。

対
象　

	

昭
和
町
に
お
住
い
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
。ま
た
、見
学

を
希
望
さ
れ
る
方
。

定
員　

	

各
部
と
も
定
員
20
名
程
度

　

見
学
先
、時
間
等
詳
し
い
内
容
は「
昭
和
町
福
祉
課
」

ま
た
は「
穂
の
か
」ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

●
昭
和
町
福
祉
課（
☎
０
５
５
‐
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

●
中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

		「
穂
の
か
」（
☎
０
５
５
‐
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

『
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

  

事
業
所
見
学
ツ
ア
ー
』を

 

開
催
し
ま
す

　

情
報
公
開
制
度
は
、町
が
保
有
す
る
行

政
情
報
を
、町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
請
求

に
応
じ
て
公
開
す
る
制
度
で
す
。ま
た
個

人
情
報
保
護
制
度
は
、町
が
保
有
す
る
個

人
に
関
す
る
情
報
を
、本
人
か
ら
の
請
求

に
応
じ
て
開
示
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、平
成
28
年
度
中
の
実
施

状
況
を
報
告
し
ま
す
。

○
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
開
示
請
求

　
［
町
長
部
局
］　　
　
　
全
部
開
示
２
件

　
［
教
育
委
員
会
部
局
］　
一
部
開
示
１
件

○
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
開
示
請
求

　
［
町
長
部
局
］　　
　
　
開
示
請
求
な
し

　
［
教
育
委
員
会
部
局
］　　
不
開
示
１
件

問
い
合
わ
せ		

　
総
務
課　
政
策
秘
書
係

　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

情
報
公
開
・

  

個
人
情
報
保
護

　  

開
示
件
数
報
告
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町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
　あなたの身近な話題、お待ちしています♪
（企画財政課 広報担当 ☎ 275-8154、kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp）

まちのわだい

河東中島区とノイエス 防災訓練
　5月24日（水）に、河東中島区の１次避難場所でもある「介護老人
保健施設	ノイエス」内で、防災訓練が行われました。訓練前には、河
東中島区とノイエスとで協定に調印し、防災協定を締結しました。
　地区役員や民生委員をはじめ地域の方々とノイエスの職員の皆さ
んにより、お互いに協力して入所者等の避難・誘導や水消火器を使
用した初期消火訓練など、有事の際を想定した内容の訓練でした。

　訓練後の講評の場では、「自分で歩
ける方・補助が必要な方・寝たきり
の方」で避難の仕方が異なることや、
昼間と夜間の職員数の違いや地域の
方々との連携など、皆さんから多数
の意見があがり、自分たちにできる
ことを考えながら訓練に参加してい
ました。

　5月10日（水）、総合会館で親子のふれあい遊び体験イベント
「じどうかん	みんなであそぼう」が開催されました。
　多くの親子が集まり、リズム遊びや大きなバルーン（気球生地）
を使った遊びなど、ふれあい遊びを楽しみました。親子でたくさ
んスキンシップをとり、みんな自然と笑顔になっていました。
　なお各児童館等では、毎月、児童館毎の「みんなであそぼう」を
開催しています。こちらもお気軽にご参加ください。
※開催日は広報カレンダーに掲載。夏休み・冬休みは休止。　

詳しくは福祉課（☎275-8784）まで。

じどうかん　みんなであそぼう

▲ 絵本に夢中な子どもたち

▲ 防災協定に調印する▲ 水消火器を使用した消火訓練

▲ 甲府地区南消防署員による説明を聞く皆さん

▲ リズム遊び 真似っ子できるかな

▲ 

バ
ル
ー
ン
遊
び

　
　
　
　
　
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

山伏川の紫
あ じ さ い

陽花

　５月下旬から６月上旬にかけて、今年も山伏川（河東中島
区）の桜並木沿いに、色とりどりの紫

あ じ さ い
陽花が咲きました。

　皆さん写真を撮ったり、ゆっくり眺めながら散歩をした
りと、鮮やかな色合いの紫

あ じ さ い
陽花を楽しんでいました。

　昭和町では、ブログやツイッターなどでも情報をお知ら
せしていますので、そちらもぜひご覧ください。
　http://www.town.showa.yamanashi.jp/blog/
　Twitter：＠ShowaTown　で検索！

ホタル夜会
　５月30日（火）、風土伝承館	杉

すぎうらいいん
浦醫院（西条新田）で源氏蛍

の観賞会「昭和町ホタル夜会」が開かれました。
　夕暮れから町内サークルの音楽演奏を楽しみながら辺り
が暗くなるのを待つと、庭園の池には蛍が舞い始めました。
　夜会に初めて訪れた小さなお子さん連れのご家族は、蛍
の優しい光を見つけ「子どもに初めて蛍を見せることがで
きました」と感激していました。

　６月11日（日）、昭和町消防団の西条地区連結訓練が行わ
れました。昭和町消防団の部の垣根を越えて、河川や消火栓
等の水利から火元まで距離がある場合を想定し、お互いの
部の小型ポンプやホースを連結させ、協力しながら消火活
動を行う訓練です。実際の火事場を想定した状況に、団員達
も大きな声を掛け合って、真剣な表情で訓練に臨んでいま
した。
　なお、消防団では一緒に活動する仲間を募集中です。役場
企画財政課	行政係（☎275-8154）までお問い合わせください。

消防団 連結訓練 お田植えを体験！
　昭和町でも、5月下旬
から６月にかけて、町内
各地でお田植えが行わ
れました。
　自主活動グループ
「人と環境すっきりし
ょうわ」では、常永小学
校・西条小学校・第二
上河東保育園・押原こ
ども園の子どもたちと
一緒に酒米山田錦をお
田植えしました。子供
たちから、「冷たい！
足が気持ちいい！」「大
変だけど楽しい！」な
ど田んぼのあちらこち
らから大きな声が聞こ

えてきて、みんな貴重な体験ができました。 深澤区長と今井施設長

▲ 上手にお田植えできたかな

▲ 協力して放水する第 1 部と第 2 部の団員 （関連記事 9頁 「まちづくり自主活動グループ活動紹介 人と環境す
っきりしょうわ」）
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